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� はじめに
同時通訳は，人間の言語活動のなかでも極めて特殊かつ

高度な言語行為であり，計算機による同時通訳の実現のた
めに，同時通訳者が用いるテクニックを獲得し，活用する
ことは有効な方法の一つである．このような観点に基づき，
同時通訳音声の収集が行われており，これまでに，数十万
語規模のデータベースの構築が進められている ���．通訳テ
クニックを獲得するために，話者発話とその通訳者発話を
細かく対応をとりながら観察する必要があり ���，分析に用
いる対訳コーパスが比較的小さな単位で対応づけされてい
ることが望ましい．しかし，コーパスの規模が大きくなれ
ば，それを人手で行うのは容易ではない．
本稿では，同時通訳コーパスにおけるフレーズの対応づ

け手法について述べる．本手法では，対訳語の一致に関す
る語彙情報，ならびに，話者発話と通訳者発話の開始時間
情報を利用して対応づけを行う．フレーズ対応関係の推定
実験を通して，本手法の有効性を評価した．

� 同時通訳コーパス
名古屋大学統合音響情報研究拠点 �����	
では，音情報

処理技術の高度化を目指し，様々な音声・言語データベー
スの構築を進めている ���．その一環として，同時通訳音声
データを収集し，独話，及び対話音声の文字化作業を通し
て日英双方向のパラレルコーパスを作成している ���．この
コーパスでは，発話を �

��以上のポーズでフレーズに分
割し，もしくは， �
�� 以上 �

 ��未満のポーズでも文
末であればそこでフレーズに分割している．さらに，フレー
ズには通し番号，発話開始時間，発話終了時間，及び話者
��を付与している．図 � に日本語独話とその同時通訳音声
の書き起こしデータの一部を示す．左側が話者発話，右側
が通訳者発話である．

� フレーズ対応付け手法
本手法では，話者の発話と通訳者の発話との間のフレー

ズ対応関係を，語彙情報，及び時間情報を用いて推定する．
� 個のフレーズからなる発話 � と � 個のフレーズから

なるその通訳発話 � を
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図 �� ����	同時通訳コーパスの書き起こしデータ �一部


図 �� 発話の対応関係

とする． � の連続する �個のフレーズ ���� � ����)�� 	 	 	 � ��

が � の連続する 
 個のフレーズ ���� � ����)�� 	 	 	 � �� に
対応するとき，その対応組 � を ��� �� 
� 
� で表す． � また
は 
 が 
である場合，すなわち， �対 
， 
対 �の対応も
認める．発話全体におけるフレーズの対応関係を対応組の
列 � � ��� ��� � � � � �� で表す．
���� と ����が対応しているとき，両者は以下に述べる �

つの制約を充足していると考えられる �図 �参照
．

時間的制約 通訳者は話者の発話を聞いてから，通訳を開始
するので，通訳者の発話は話者の発話に先行しない．
また，話者発話に追従するため，通訳者の発話開始時
間は話者の発話開始時間より，ある一定時間 �以上遅
れることはない．すなわち，


 � �	 ��	 � �

�	 � 話者発話開始時間� �	 � 通訳者発話開始時間
語彙的制約 通訳者発話に含まれる単語は，話者発話に含ま

れる単語と対訳関係にある．
パラレルコーパスの文の対応関係を推定する手法 ��� ��を
もとに，ある対応組 � の対応度 ���
 を式 ��
のように与
える．
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表 �� 実験結果： ��講演の評価値の平均 �閾値��秒


手法 適合率��� 再現率��� � ���
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とする．��� 
 が最大となるように対応組の列を動的計画
法を用いて最適化する．

� 実験と評価
本手法の有効性を評価するために，名古屋大学����	同

時通訳データベースに収録されている約 �
分間の日本語講
演音声とその通訳音声からなるパラレル発話テキスト ��組
を用いて，フレーズ対応づけ実験を行った．
話者の発話開始時間に対する通訳者の発話開始時間の遅

れの閾値を �秒間隔で設定し，各閾値での対応づけ評価値
�� 値
を調べた．比較のため，語彙情報のみを用いた対応
づけ方法，及び，時間情報のみを用いた対応づけ方法で実
験を行った．対応づけの評価には単語レベルでの評価方法
���を用いた．これは，フレーズに含まれる単語数によって
対応度に重みをつけて評価をする方法である．なお，正解
フレーズ対応は手作業で作成し，語彙情報として ��	日英
対訳辞書を用いた．
��講演の閾値と � 値の平均の関係を図 �に示す．横軸

は閾値の値 �秒
，縦軸は ��講演の � 値の平均を示す．図
中の � � �
	�� の直線は，語彙情報のみを用いた手法の
結果を示す． � 値による評価では本手法が他の �つの評価
よりも高い値を示しており，語彙情報と時間情報を併用す
ることの有効性が示された．
閾値が �秒のとき， � 値が ��	�� で最大となった．こ

のときの適合率，再現率，及び � 値の平均値を表 �に示す．
しかし，あらゆるフレーズ対応に対して，閾値を �秒で設
定することが適切であるわけではなく，実際，話者に対す
る通訳開始時間の遅れは ��講演平均で ���秒である．遅れ
時間の分布を示す図 �から分かるように，発話開始時間の差
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図 �� 通訳者の発話開始遅れ時間と頻度の関係
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はフレーズ対応によってばらつきがある．対応ごとの話者
発話時間に対する通訳者発話時間の比の分布を図 �に示す．
すなわち，発声時間の長さは対応する各フレーズで互いに
関連する．本手法では，時間情報を対応づけに関する制約
として利用したが，時間情報を詳細に分析し，活用するこ
とによって，より精度の高い対応づけが期待できる．

� おわりに
本稿では，同時通訳コーパスにおけるフレーズ間の対応

づけの自動化手法について述べた．今後はより細かな単位
での対応づけを試みるつもりである．
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